
 

加古川市⼈⼝ビジョンの⾻⼦ 

平成 32（2020）年の⼈⼝は、加古川市基本構想に定める 26 万 5 千⼈を⽬指します。 
また、転⼊・転出の均衡と出⽣率の向上により⼈⼝減少に⻭⽌めをかけ、50 年後、
22 万⼈程度の⼈⼝の確保を⽬指します。 

 
総⼈⼝の展望 

 
 

⼈⼝推計の考え⽅ 
分類 条件 

①パターン 1 
国⽴社会保障･⼈⼝問題研究所推計に準拠 
社会動態において、本市の純移動率(※1)が平成 27(2015)年から平成 32(2020)年
までに定率で 0.5 倍に縮⼩し、その後は⼀定と仮定した推計 

②パターン 2 
パターン 1 をベースに独⾃推計 
平成 27(2015)年⼈⼝の対平成 22(2010)年⽐率を基に、平成 17(2005)年から 
平成 22(2010)年のコーホート(※2)変化率の総和を 0.994 に補正

③パターン３ 

兵庫県の将来の⼈⼝展望における加古川市の⼈⼝推計 
県は年間出⽣数 44 千⼈(5 年間で 220 千⼈)を維持するために、合計特殊出⽣率を
国の⾒込みより緩やかに上昇させ、平成 52(2040)年に希望出⽣率である 1.8 に、
平成 72(2060)年に 2.0 と設定している。また、若者(20 代)の東京圏、⼤阪府への
転出超過(※3)を解消し、ファミリー層(30 代)や⾼齢者(50 代)を対象にした移住促
進対策を実施することで、兵庫県への転⼊を促すこととしている。(※4) 

④シミュレーション１ 

パターン 1 をベースにシミュレーション 
⾃然動態において、合計特殊出⽣率を平成 42(2030)年 1.8、平成 52(2040)年 2.07
になると仮定 
社会動態において、純移動率は国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所推計に準拠 

⑤シミュレーション 2 

パターン 1 をベースにシミュレーション 
⾃然動態において、合計特殊出⽣率を平成 42(2030)年 1.8、平成 52(2040)年 2.07
になると仮定 
社会動態において、転⼊、転出が均衡すると仮定 

※1 ある地域⼈⼝に対する他地域間との転⼊超過数の割合を⽰したもの 
   ｛ｘ＋５歳の国勢調査⼈⼝－(ｘ歳の国勢調査⼈⼝ × ｘ歳からｘ＋５歳になるまでの⽣残率)｝÷ｘ歳の国勢調査⼈⼝ 
※2 コーホート：ある年に同時に出⽣した集団 
   (例)2005 年 10-14 歳→2010 年 15-19 歳変化率(コーホート変化率)＝2010 年 15-19 歳⼈⼝÷2005 年 10-14 歳⼈⼝ 
※3 平成 25(2013)年の転出超過数：東京圏 6,238 ⼈、⼤阪府 1,504 ⼈     ※4 兵庫県への年間 800 ⼈程度の転⼊を促す。 
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